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新潟県上越地方の工場分布に関する考察

一消費財工業を中心として

赤 羽 孝 之

                 要     旨

 本稿は上越地方の消費財工業の工場分布について考察したものである。その結果，工場の分布

形態によって三つに分類された。それらは近在必要工業・地場資源立地型工業・地場産業の三類

型である。近在必要工業はほとんどの食料品・建具・その他の家具・木材・紙製容器・印刷・セ

メント製品・石工品・建築用金属・農器具・造船・畳や看板などのその他の工業であった。地場

資源立地型は雲丹だとの海産物や山菜の加ユエ場，米菓・ワイン・医薬品・木材の一部であった。

そして地場産業は家具・細巾織物・スキーである。工場の分布形態は，近在必要工業においては

需要すなわち人口の分布に応じて工場も分布し，工場は中心都市である上越市・新井市に集中し

泳がらも地域全体に分散していた。地場資源立地型工業においては，原料地あるいは原料の集荷

に便利た場所に工場が立地しており，山菜は山間部に，海産物は臨海部に，ワインは山麓部に，

米菓・医薬品は幹線道路沿いや中心都市に立地していた。地場産業の場合は，工場は地域的に集

中しており，家具・細巾織物・スキーのそれぞれが中心都市に集まっていた。このように上越地

方の消費財工業の分布形態は，原料の分布に応じて工場も分布する地場資源立地型を除けば，中

心都市に集まりたがらも分散する形と，中心都市に集中する形を示しており，地方都市を中心と

して周囲に農山村が拡がるという地域的構成が工場の分布形態にあらわれていることが明らかと

たった。そしてこのような消費財工業の工場分布の形態の違いとたってあらわれる三類型は，た

だ単に市場指向か原料地指向かという立地論的た違いだけではたく，わが国の地方在来型工業の

歴史的発達と関係しており，かつての消費財生産が歴史的にこの三つの類型に分化レたものとし

て考えられる。
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1．はじめに

 地方の生活圏程度の規模の地域に茄ける工場分布を問題にする場合，その工場分布をどのよ

うた観点からとらえたらよいのであろうか。一般に生活圏は地方都市を中心にして形成されて

湘り，地域の生産・流通・消費活動において中心都市が重要た役割を果たしているということ

に間違いはたいと思われる。沖積平野の中に都市が立地し，その都市を中心にして周囲に農村

が拡がり，さらにその周辺に山村・山岳が拡がっていることが多い。したがって地域の各種の

分布現象をみる観点は都市一農村関係が基本にたるものと考えられる。都市の本質はr地域の

中心」ということであり，経済的側面からみれば，そこが流通の結節点であり，第2次・第3

次産業に従事する人口が集中居住する場所であ乱現在行なわれている諸々の生産活動のすべ

てが交換を目的とした商品生産であるかぎり，流通の結節点で人口が集中する市場としての都

市を中心にして地域経済が編成されることは必然的であると言えよ㌔

 第1次産業・第2次産業などの直接的な物的生産部門は，流通の結節、煮・市場としての都市

を極として展開し，そして何らかの条件によって配列されていると考えられる。では工業の場

合，都市を中心にして具体的にどのように配列されているのであろうか。工業に招いては農林

水産業（自然物の栽培・飼育・採取），鉱業（採取）と結びつく食料品・木材・製鉄・石油精製

だとの1次的生産から，住民が直接に消費する最終消費財の生産に至るまで多種類の部門があ

り，それぞれの分布は異なるのが一般的である。そして工業の分布形態には，Hoover（ユ948）1）

がr都市の近辺には完成品に近く，輸送費の高い商品の生産が立地する」というように，都市

を中心とした規則性が見出せるのである。このような都市を中心とした規則性という観点か

ら，本研究では具体的な地域として新潟県上越地方を選び，中心都市である上越市（高田・直

江津）・新井市と主要な工業部門の工場分布との関係を考察するのが目的である。

 ただ，都市を中心とした規則性と言う場合，地域の中心としての都市には規模・機能の階層

性がある。そしてそれに対応して都市機能の及ぶ範囲二後背地域にも階層的な重層関係があ

る。従ってどの規模のどの階層の地域を主に対象にして生産活動をしているかということは工

場によって異なってくることにた乱上越地方に同じように立地する工場間でも，地元市場を

対象とするものもあれば東日本あるいは全国市場を対象とするものもある。すたわち，地域の

階層的重層構造に対応して工場の立地も重層的なのである。また従来，工場立地は立地論の影

響を受けて「市場指向（市場立地）か原料地指向（原料立地）か」というように二者択一的に

考えられがちであった。しかし市場（製品販売先）も原料地（原料購入先）もたしに工場は存

立し得たいし，ほとんどすべての工場は市場指向であると同時に原料地指向でもある。また労

働力やエネルギー（電力・燃料）・水たとも立地には考慮されていると考えられ乱そしてど

の立地条件が立地に強く作用しているかは工場の業種によっても異なってくる。

 西岡久雄（1976）2）が言うように，工場の立地決定の手11贋が①目標市場の選定，②出荷する

のに合理的な地理的範囲の選定，③その範囲内での原料などを考慮しての地点の選定，という

段階を踏むものとすれば，どの規模の市場を対象にした工場であるかが，その立地を説明する

際には重要にたる。市場も工場立地も重層的だからである。国民経済内部で相対的に完結性の

高い空間的範囲である生活圏内部の工場分布をあつかう場合には，工場の対象とする市場規模

が生活圏以下か以上かが一つの基準に一たるものと考えられる。工場分布を見る基準として生活
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圏を選定する場合は，生活圏以下の市場を対象としで立地展開している工場は市場立地の面が

強く見え，それ以上の市場を対象として立地展開している工場は原料立地や労働偏侍・エネル

ギー立地だとの面が強調されることになる。すなわち，前述のように立地点の選定手11頭か段階

的であるので微視的た観点でのみ工場立地を説明しようとすれば③の点しか見えてこたくたる

という危険性をもつことにたる。従って生活圏内部の工場分布を説明する場合においても重層

的・広域的観点が必要とされるのである。

 また地方の工場分布を説明する場合にとくに重要なことは，工場の立地が歴史的過程の中で

慣性をもつことである。従来，このことは立地の地理的慣性として説明されてきた。それは

rある地域の地理的現象は，当初，有利た立地条件によって出現したものであるが，その後の

時代の推移により，その決定的た立地条件が減退あるいは消失しても，その伝統一工場施設

・技術・労働力だと一を保持してその地域に存続する傾向をもつ」ということである。かつ

て運送・交通手段の未発達な段階，距離摩擦の大きな時代に狭い市場を対象に立地した工場

も，その後の歴史的変化の中で状況の変化に対応して立地し続けていることはよくみられるこ

とである。もちろん経済合理性がまったく消失すれば，その工場は消滅するはずであるから，

一定の条件下で立地が存続しているのである。したがって工場立地を考察する際には，立地の

歴史的慣性3）（筆者はこの表現の方が正確と考える）を常に考慮したければならたい。つまり

現在の原料地と市場のあり方のみで工場の立地を説明するのでは不充分であり，工場がその場

所に立地した当時を考慮することが必要である。

 上越地方の工業構成を見よう。糸魚
                     表1 上越圏における工業構成（1983年）
川市・青海町・能生町を除く上越圏
（広域市町村圏）における工業構成を  蕃萎。薯義。出荷額。

示したものが表1である。表にみるよ 総  数 1．134   25．574   37，932

うに，事業所数では食料品18％，木材 食料品  19917・5 3・46213・5 4・53412・O

                  繊維353．16172．43961．Oユ3％，機械11％，家具10％と4部門で
                  ヨ史     月艮     44   3．9   1．101   4．3     404   1．1

全体の半分以上を占めてい乱しかし 木  材  14612．9  985 3．9  697 1．8

従業者数では電機19％，食料品14劣， 家  具  11510．1  804 3．1  635 1．7

機械11％，化学10％で電機や化学の構 パルプ・紙  17 1．5  122 0．5  124 0，3

成比が高くだり，出荷額においては化 出版・印刷  61 5・3  468 1・8  224 0・6

                  化学141．22．61810．26．73517．7学18％，鉄鋼・非鉄16％，食料品12
                  石油・石炭   4 0．4  149 0．6  285 0．8
劣，電機11劣で素材部門と電機の構成
                  コ    ム
比がさらに高くな札1事業所当りの 皮  革   5 0．4  75 0，3   5 0．O

従業者数で50人以上の部門は化学，非 窯業・土石  42 3．7 1，O03 3．9 1．462 3．9

銭，鉄鋼，電機，輸送用機器であり， 鉄  鋼  29 2・6 2・188 8・5 5．87415．5

1事業所当りの出荷額でもそれらの部 非  鉄  ・12 1・1 1・140 4・5 5・95915・7

                  金属1049．21．3075，11．9585．2門は大きい。総じて重化学工業の素材
                  機械12210．82．69210．52．6547．O
部門・組立機械工業部門では工場数は 電  機  88・7．8 4．89319．1 4050ユO．7

少ないが規模や出荷額が大きいのに対 輸送用   5 0．4  269 1．1  218 0．O

し，食料品・繊維・木材・家具などは 精  密  13 1．1  413 1．6  124 0，3

工場数は多いが零細た中小企業が多い その他  79 7・0  268 5・0 1・594 4・2

ことを示している。新潟県において  新潟県統計年鑑より作成
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表2 上越地方における業種別・市町村別工場数 1982年
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   上新安浦松松大市町村   川 之
  越井塚  代  島      原  山
  市市町村町町村

電機・照明・応用装置 15 4

柿大頸吉埜中妙板清三名能
     局
崎潟城川高郷高倉里和立生
     原町町村町 村村町村村町町     町

市町村の位置関係は図2参照。各市町村の工場名簿より作成。

は，事業所数では金属28％，繊維19劣とこの2部門で半数近くを占め，出荷額では食料品12

島，金属・機械12％である。新潟県には十日町・小千谷・栃尾・見附などの織物工業や三条・

燕の金属工業のようだ中小企業が集合する地場産業地域がある。また石油・電力立地の化学・

石油・金属・鉄鋼や，それらに付随して発達した機械工業があ乱上越地方においても石灰石

・電力立地の素材工業と地方在来型の食料品や木材などの工業とから基本的には構成されてい

ると言えよう。

 たお本論文の内容が上越地方の全工業でたく，生産財・素材工業を除いて消費財あるいは軽

工業のみをあつかった理由は単純に文章量の問題であ乱それらについては次の機会を期した

いと思う。また，消費財の主要た工場についての実態調査（聴き取り調査）は1り85年7・8月

に行なった。調査工場数は19社であった。そして上越地方の各市町村の工場名簿をもとに工場

分布図を部門別に作成した4）が，分布図には標準距離と最近接単位法のR値5）を参考までに付

した。

2．近在必要工業（市場指向型）

 部門別に上越地方における工場分布を表2から見よ㌔食料品工業は前述のように事業所数

・従業者数・出荷額でみても，この地方の主要た工業部門である。しかし工場を従業員規模で

みると9人以下の工場の占める比率が71劣で圧倒的に小規模零細工場が多い。そのことは図1

の食料品の工場分布図にもあらわれており，従業員300人以上の工場が臨海部の大潟町に2社

あるだけである。市町村別の分布では上越市が総数の6割を占め，残余が郡部に分散してい

る。比較的に工場が集中している地区は高田・直江津・新井であり，工場の分布形態は都市部

に集中しながらも農村部に分散している形を示している。

 上越地方の食料品工場は立地論的な観点からみて原料地指向型は少なく，大部分が市場（消

費地）指向型である。表2に示したように食料品をさらに6品目に分けてみても，その市町村

別の分布には著しい特徴はみられないが，表に従ってより細かく説明してゆこう。まず肉・乳
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                図1 食料品

製品の工場は食肉処理，ハム・ソーセージ，牛乳のバック・瓶詰めの工場6）である。水産食料

品は蒲鉾・竹輪・揚物だとの練製品の工場で，パン・菓子は食パン・菓子パン・和洋生菓子・

飴・ビスケットだとの工場であ乱これらの工場は，その原料からみて原料の1次加工部門で

はない（かつては練製品は1次加工であったが，現在では大手水産金杜の全国流通している冷

凍スリ身を原料にしている）7）。一般に2次以上の加工部門は1次加工部門とは異なり，すでに

工場によって生産された半製品・中間製品を原料とし，それを加工して製品にするわけである

から，原料の減損分は少なく，従って重量減損原料というよりも純粋原料に近く，そのぶん原

料指数M．I8）も小さくなり原料地＝1次加工工場の立地牽引力は弱く，逆に市場の牽引力は

増す。しかもこの場合には地域内に原料地がなく，原料は輸入・移入原料であり，また製品の

運賃率が原料のそれよりも明らかに高いのであるから，重量に運賃率を乗じた観念原料指数9）

は1より小さくたり，たおさら消費市場に工場は牽引されて立地することにたる。

 味口曾・醤油・酢や飲料・酒（ワインを除く）においては，普遍原料である水が製品重量を構

成する。水が宮本10）のように地域的に限られた局地原料でない限り原料指数M．Iは1より小

さいことが多いはずであるから，その立地指向型は市場指向である。そして味口曾・醤油の主原

料である大豆・塩は輸入・移入原料であり，酒も近年では移入原料の比率の方が高く，市場指

向はますます強まっている。次いで，その他の食料品については工場数も多いが，これらは豆

腐・油揚・麺類・製氷・掬窮・萌し・総菜・製鰭・納豆・漬物だとの工場である。品目からも
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わかるように，これらは直接に消費と結びついた最終製品であり，需要に接近して工場が立地

するのが一般的である。各品目を運送指向論の観点からみれば性格の異なる品目もあるが，こ

れらはすべてが最終製品で，しかも腐りやすく日持ちしなく運びにくく，消費者の動向に直接

左右される製品であることからみても，市場指向の工業であることに間違いはないであろう。

こうして表2の申ではほとんどの食料品工場が市場指向のタイプであることがわかる。

 Otremba（1952）11）は工場分布が分散的な工業を近在必要工業として他の工業と区別してい

る。それによれば，近在必要工業の特徴として，木材や建築材料のようだ普遍的原料によるも

の，一般市民の需要を対象に低技術・未熟練労働によって生産されるもの，人口数だけが工業

の新建設や消滅に対して決定的た関係にあるもの，家内工業からの成長形態として各地に存在

するものの4点を掲げている。また板倉・井出・竹内（1973）12）は日本における近在必要工業

を明らかにする目的から，全国各都道府県にわたって産出される品目を摘出し，食料品17品

目，木材・木製品12品目，金属6品目，窯業・土石5品目だと13部門58品目をあげている。そ

してそれらをさらにまとめて，パン・菓子・麺類・飲料だとの飲食品，建具・畳などの注文

品，機械・金属などの部品加工の修理加工業，それに需要が広範囲に分散するコンクリート製

品・石工品の4タイプに分類している。

 板倉らが言うように飲食品は典型的た近在必要工業である。パン・菓子・豆腐・麺類・総菜

・漬物・食肉・飲料だとは毎日の食卓に供せられ，必要に応じて購入されるものであり，保存

しにくく日々野たに生産され，そのために必要狂設備・技術もそれ穫高度なものではたい。こ

れらは最終消費財であり，生活必需品であり，安価で，人々の日常的た生活と直接関連してい

る。しかも狭い市場を対象にし，その多くは販売も兼業していることが多い。これらの特徴の

中に近在必要工業の特性が端的に示されている。すなわち近在必要工業とは間屋・卸売機能が

欠如し，生産者と消費者とが直接取引することが多く，市場が狭隆で，そのため生産量も少な

い工業である。こうした特徴から，近在必要工業では工業生産と人口分布との間にかたりの相

関がみられる。つまり面状市場の需要密度に対応する形で工業生産が分散分布することにたる

のであ私ただし，もともと上記のような性格をもっている近在必要工業も，近年，飲食品な

どでは冷凍設備や防腐剤・バックたどによる保存技術の発達，また運送手段の発達により市場

の規模は生活圏程度に大きくたっており，生産技術も機械化等により．市場の規模拡大に応じた

量産化が可能にたっている。従って，かつては零細工場兼商店が数多く分散立地していたが，

競争による規模集中と脱落が進行している。そして各地のスーパー・流通業者に製品を卸すこ

とが多くたっており，生産者と消費者の直接取引は無くたりつつあると言．ってよい。

 上越地方における大部分の食料品工場が高田・直江津・新井に集中したがらも地域全体に分

散しているのは上記の理由によっている。ただ工業生産と人口の地域的分布との間にかたりの

相関があるとは言っても，その人口分布は居住地分布のような静態的な分布とい．うよりは，郡

部から都市部への買物・通勤・通学などの人の移動，すなわち流れとしての人口分布・動態的

な需要分布とこの近在必要工業の生産の分布とが関係しているもの’と考えられる。高田や直江

津がこの地域の中心都市であることにより工場が集中しているのである。ただし生活圏以下の

市場規模をもつ市場指向型の工業を近在必要工業とすれば，臨海部にある300人以上の規模の

ハム・ソーセージ工場13）とピスケット工場14）は除外される。前者は北陸・甲信越を，後者は全

国を市場としており，近在必要工業の範馴こは入らない。しかしこれらの工場も基本的には市

場指向型の工場である。
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 上記の説明のみでは不充分た食料品として清酒がある。上越地方には酒造屋が23社あるが，

現在，その製品は地元のみならず県外にも一部出荷されている。しかし元来ぽいわゆる地酒で

あり，地元の需要を満すために地元の原料を使った生産であり，近在必要工業の性格をもつも

のであった。そして原料米の集荷と良水確保がその立地選択には作用しており，立地そのもの

は市場圏の中における原料地立地と言えよ㌦しかし近年の傾向から，販売市場の規模が生活

圏以上に拡大すれば地場資源立地型に分類されるようにたろうし，また酒造屋が集積して組合

・間屋を中心とした全国市場向けの産地が形成されれば地場産業にもなり得よう。しかし上越

地方で生産される清酒は現在でも地元市場が中心であり，その意味で近在必要工業の範醐こ入

るものと考えられる15）。清酒や醤油には全国あるいは東・西目本市場を対象とする地場産業地

域も他県にはみられるが，この地方のものは地場産業にまでは発展していない。

 食料品以外の近在必要工業として注文品タイプの建具がある。表2にみるように工場は上越

市に多いが郡部にも分散的に立地しており，近在必要工業の立地のパターンをとっていること

がわかる。また，その他の家具・装備品には屏風・簾・黒板・陳列棚などの店舗用装備品の工

場が含まれていて，これも多くは近在必要工業と考えられる。図2が建具や陳列棚などを含む

家具・装備品の工場分布図であるが，都市都に集まりながらも農村部にも分散しているという

パターンがあらわれている。つぎに紙関係の工場は，ほとんど段ボール・紙箱・紙袋だと紙製

容器の工場であり，パルプ・製紙だとの素材部門ではたく2次・3次加工部門であ飢これら

の工場は企業や菓子店・農協などの需要によって立地している市場立地型である16）。図3にも

その分布が都市を中心としていることを示している。また，その他の工業の中のわら工品・

                    ／1㌻
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畳17）も建具同様に注文品タイプの近在必要工業であり，妻2にみるように上越市に多く集まり

たがらも郡部に分散している。そして看板やその他の工業の中のその他（漆器・提灯だと）も

近在必要工業と考えたらよく，そのことは図4にもあらわれている。

 ほかに同様の部門としては印刷・出版，金属の一部，窯業・土石があげられる。印刷・出版

については，上越地方に茄いては61社で全事業所数の5％弱，最大のものでも従業員規模40人

であり，小規模零細工場が多い。ほとんど印刷工場であるが，他に新聞社が3社と印刷関係の

サービス（写植）が1社である。印刷業は注文品タイプの工業であり，とくに名刺・広告だと

の軽印刷業は近在必要工業の特徴をもっている。新聞社が3社あるが，これらは生活圏内の購

読者，それも主に都市都を専ら相手とするローカル紙・タウソ紙であり，広告収入を考慮した

ら都市部の購読者と企業がその市場である。すたわち，この地方の印刷は需要の分布に応じて

分散する近在必要工業であり，現実には需要が都市部に集まっているので工場も都市に集まっ

ていると理解してよい。そのことは図3にも明らかに示されている。また，金属工業の一部の

建築用金属製品には鉄骨・熔接・板金だとのいわゆる鉄工所が多い。だから建築用金属製品は

建設業関係の需要に応じた注文品タイプの工業であり，いわゆる重工業の一分野ではあるが，

需要に直接結びついた近在必要工業の範駒こ入る。工場分布も表2・図5（図に・は建築用金属

製品以外の金属も含まれているが）にみる』：うに需要の多い都市部に集まりたがらも郡部に広

く分散している。また金属の中の道具・農器具も需要に応じた近在必要工業と考えられる。鍬

・鋤・鎌などの農器具類はかつては代表的な近在必要工業であった。鍛冶屋は狭い範囲の需要
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を対象として存立し得たものであった。しかし現在では農器具類の市場圏が拡大して近在必要

工業としての鍛冶屋はほとんど消滅してしまっており，数少ないものが上越地方には残ってい

るのである。かつて地方の農村部の在町などには桶・籠・精米・製粉・味喀・醤油・織物・漆

器・提灯・下駄・扇子・和傘・農器具・家具・建具・畳などの職人が集まっていた。これらは

歴史的にみれば生産技術・輸送手段の発達に伴って市場圏が拡大し，その生産が特定産地に集

中した，あるいはしつつあるか，または西洋から入ってきた近代工業の製品と競合したために

地方から姿を消したものと考えられる。

 輸送用機器の中の船舶製造・修理は表2にみるように名立町と能生町に5社ある。これらは

地元の漁村を市場にして漁業用の小型木造船を作っていたものであるが，近年その材質はFR

Pに代えられている。一般に造船業は市場指向型工業である。原料よりも製品の船の方が運賃

率が高いし，また船の修理をすることも多いから海運の盛んな地方や漁港に立地することが多

い。上越地方の場合のように，大型船ではたく漁業用の小型・中型船の場合は注文品タイプの

近在必要工業に入ろう18）。つぎに窯業・土石についてはOtrembaも普遍的に賦存する原料を

加工する近在必要工業としてあげているが，近在必要工業の概念（人が住む限り近くに在るこ

とを必要とする工業）からすれば，原料よりも需要が普遍的に分布するからであろう。窯業・

土石とくに土石の工場が普遍的に分布するのは，分散する需要に応ずるために工場も分散する

のである。もちろん，この場合には主原料である石，砂礫がかたり普遍的に賦存し，しかも石

材・コンクリート製品は重量物で重量当りの付加価値が小さく，高い運送費には耐えられない

製品であることから，市場圏は必然的に狭ぐたり工場は分散することにたるのである。窯業も

地場産業にまで発展した産地もあるが，これも本来，市場指向の近在必要工業である。製品は

割れやすいゆえに運びにくく，その分，製品の運賃率は高くだる。従って市場の牽引力は輸送

手段の発達以前においては大きかったはずである。一般にはそれが対象とする市場圏の中での

原料立地と言われている。原料である陶土は土石の場合の石・砂礫が普遍原料に近い（とは言

っても河川や岩山の近くに・土石は立地することが多いが）ものであるのに対して局地原料だか

らである。しかし上越地方においては窯業がたく，工場はすべて土石の工場である。土石の中

でもセメント・コンクリート製品の場合，現在では原料を砂利採取業者から買うことが多く，

市場指向の傾向が強くたっている19）。墓石などの石工品の場合，業者が新井市石塚に集まって

いるが，原石の産地に石切瑳をもち，ある程度の大きさに割った石を運送業者に運んでもらう

という形で入手したり，また県外・国外の原石も購入している20）。．このように現在では石工品

も原料地にあまり拘束されずに，比較的自由に立地を選択できるようになって茄り，市場指向

が強まっている。図6が土石の分布図であるが，立地は都市部か主要幹線道路沿いであること

を示している。

 上記以外の近在必要工業として，上越地方では木材があげられる。木材工場は表2や図7に

みられるように比較的に分散している。これまで述べてきた近在必要工業の分布よりも郡部

に，とくに山麓部から山間都にかけて分散している。上越地方の木材工場は製品の県外出荷は

ほとんどたく，地元需要のための生産であ季。ただし東頸城郡の幾つかの工場は樺材をあつか

っており，岐阜だとの銘木市場に出荷している。しかし製品出荷というより原木出荷に近い形

である。これらは原料立地つまり地場資源立地型と言えるが，それら以外は近在必要工業と言

えよう。Otrembaも近在必要工業として木材をあげているが，この工業も元来は地元の森林

資源を原料とし狭い市場を対象にてし，工場も普遍的に分布していたものであ飢図7にも小
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規模た工場が分散立地していることが示されており，近在必要工業の分布パターンである。た

だ，飲食品などの近在必要工業と違う点は，製材所は木材の1次加工であり，その原料は重量

減損原料であることである（建築用材の工場がほとんどで合板の工場はない）。従って用材の重

量より木材の重量の方が重く，原料指数はユより大で原料地指向タイプである。こうして分布

図にみるように地元市場を対象にした生産といっても，市場の中での原料地立地であり，山麓

から山間部に工場は多く分布する。そして原料地の森林地帯では木材は普遍原料とみたしてよ

いから工場は必然的に分散立地することになる（かつては市場も狭く分散的だったのであろう

が）。一方，高田・直江津や臨海部にも木材工場は存在する。これらの中には材木店も兼ねる製

材所が多い。1次カ目工ではなく2次加工のものも幾つかある。すたわち都市近郊や市街地に立

地する木材工場は，より強く市場に牽引された市場指向の工場として理解できる21）。また直江

津港付近には輸入材の加工工場もある。しかし港は輸入原料依存の工場にとって原料地とみた

し得るから，これも市場の中での原料立地として考えられよう。直江津港ではソ連からの北洋

材と合衆国・カナダからの米材が輸入されているが，それらのうち35％が県内，65％が県外，

とくに長野県の製材所へ運ばれている。そして上越地方の製材所の原料のうち6～7割は外材

で，残りが内地材である。そして内地材も秋田・三重・吉野の建築用材3大産地から購入する

ことが多く，地元の杉や松を原料にすることは1割にも満たない。しかしそれぞれの工場が立

地した当初においては頸城地方の資源に依存した工業であったはずである。その意味では立地

の歴史的慣性をもっていると言えよう。木製容器・その他の木材は折箱・桶・木型・木皮肥料

だとの工場である。木型を除いて地元需要を対象にした近在必要工業と考えられる。

3．地場資源立地型工業（原料地指向）

 これは生産圏程度の市場を対象とするのではたく，もっと大きな市場を対象にし，しかも地

元の原料に依存して立地しているものである。従って市場の中での原料立地といえるが，生活

圏規模の市場を基準とすれば原料地の立地条件が強く作用しているようにみえるものであ乱

上越地方には，この種の工業は数が少ない。まず，このタイプの工業としては松代町・大島村

・能生町にある山菜・茸の瓶詰め工場，雲丹などの海産物の瓶詰め工場があげられ乱これら

の中には近年，季節以外の時期には中国・韓国産の山菜に原料依存する工場もみられるが，も

ともとは地元の原料に依存した生産である。製品の一部は食品・土産品として地元市場へも出

廻るが，主に関東・北陸方面に出荷されており，近在必要工業とは言えたい。また，バン・菓

子には従業員200人以上の中企業として煎餅・あられのM杜が高田にある。元々は上越の米を

原料とした生産であったが，近年は県外の米を主に使っている。そして製品は全国の菓子間屋

へ出荷しており，全国市場を対象にした生産である22㌧この種の工場の場合，立地当初は地場

資源（地元原料）を利用したとしても，現在では原料も広範囲から集め，市場も広範囲たの

で，上越に工場が立地しなければならたい必然性が希薄にたっており，立地の歴史的慣性が働

いていると考えられる。地場資源への依存がなくなると前出の臨海部のハム・ソーセージ，ビ

スケットの市場立地型と類似性をもってくると考えられる。

 酒の部門には上越地方で唯一のワイン工場がある。これは明治時代に葡萄栽培を始めたが，

当時，地元に需要がたく，自ら加工して果実酒生産をしたとのことであり，当初は農家の副業
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セあった。現在でも原料葡萄は自園のものを使い，製品は上越だけでたく東京・大阪を中心に

全国へと出荷されている2竃）。また，化学工業の申の医薬品7社は文・和漢薬の工場である。新

潟県は薬草の豊富た地域で，とくに文の産地になっている。大潟田丁に従業員規模130人の工場

があるが，地元に文・轟草・験と証拠だとの薬草を依存しており，また分工場を1社もってい

る24）。これらは地元市場のための生産ではたく，全国市場を対象にした生産であり地場資源立

地型と言えよう。このように地場資源立地型として分類できる工場は数少ないが，これらの多

くは農・水産物加工の近在必要工業が市場圏を拡大したものとして考えられる。運送指向論か

らみれば，農林水産物の加工部門はその原料が重量減損原料であり，しかも腐りやすく輸送し

にくく，したがって原料の運賃率が高いということから工場は原料地に牽引されて立地する。

事実，海産物の瓶詰め工場は臨海部に，山菜・茸の加工工場は山間部に立地している。しかし

近年の冷凍技術や輸送手段の発達により距離摩擦が減少し，原料の流動性は大きくたって為

り，立地の歴史的慣性が作用していると考えられよう。

4． 地 場 産 業

 上越地方にはこのタイプの工業として家具・細巾織物・スキーがある。まず家具の工場分布

を表2からみよう。この地方の家具工場23杜のうち21社が上越市に立地しており，工場は都

市部に集まっていることが明らかである。現在，上越地方の家具はその原料である闇葉樹の製

材品を県外からの移入に依存し，製品は京浜・関東を中心にして全国へと出荷している。松本

や高山のように中小企業庁指定の地場産業地域ではないが，小産地にたっている。その市場か

らみても近在必要工業には入らたいし，また地場資源立地型とも異なる。しかし家具工場の当

初の立地は，この地方の撫だとの闊葉樹に原料を依存し，地元の需要に応じたものであったは

ずである。その意味では歴史的慣性が作用している市場圏の拡大した近在必要工業と言えよう。

高田の家具工業は新潟・加茂についで産地形成されている。比較的に規模の大きい工場の製品

は婚礼家具・一般和洋家具・食器棚などであるが小規模零細工場のものは造り付け家具であ

る。前者の出荷先は関東を主に関西・北陸・東北であり，後者は受注生産で地元の需要に応じ

たものである。従って，零細た家具工場は注文品タイプの近在必要工業であり，それ以外が近

在必要工業から脱皮した地場産業と言えよう（図2の100人以上の規模の工場はいずれも家具

工場である）。

 板倉・井出・竹内（1970）25）は東京における零細工業をその地域的分布から集中タイプと分

散タイプに分けている。集中タイプとして地場産業，機械・金属関係の部品加工業を分散タイ

プとして近在必要工業にあげている。上越地方においても，この類型がそのままあてはまるよ

うに一思われる。地場産業の生産は主として全国市場を対象とした日用消費財の生産であり，工

場が比較的に狭い地域に集まっている。そして中央資本・大企業が掌握していたい地方資本に

よる生産であり，全国市場を対象とするために何らかの意味で問屋的流通・商業機能と結合せ

ざるを得ない。それゆえ，地場産業は中小零細工業の部分と間屋だとの流通・商業部門の双方

をあわせもっている。とくに中小零細工場の集団を統括し市場を開拓する間屋・組合だとの機

能が重要にたる。表現は多少異なるが山崎充（ユ977）26）も同様の特徴をあげている。板倉

（ユ98ユ）27）が言うように，わが国の地場産業の分布は家具・織物・陶磁器・和紙・漆器だとは原
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料地と関連して地方に多く存在し，それら以外の日用消費財，とくに洋服・鉛筆・鞄・ガラス

器・洋傘だと西洋から入ってきた消費財の大部分は東京・大阪に集中している。地方に存在す

る地場産業は西洋から移植された近代工業に対して，技術の観点からは伝統工業であり，その

製品の観点からは固有工業あるいわ在来工業である。上越地方においても家具工場は上越市に

集中している。零細な工場の一部は受注生産の近在必要工業であるが，その他は組合を中心と

し，新潟県工業技術センター上越試験場が技術指導28）している地場産業集団といえる29）。また

一部大手家具メーカーは小売も兼業している。運送指向論の観点から言っても，家具工業は原

料の2次加工部門であり，！次加工部門＝木材工場のもつ牽引力は弱くなっているはずであ

る。しかも主原料である製材品と製品である家具を比較すれば明らかに両者の運賃率は異な

私家具は最終製品であり，傷をつけないように運ぶ必要があるし，何よりもかさばる。従っ

て家具においては製品運賃率が高くだる分だけ工場は市場に牽引され，逆に原料地から離れる

ことにな乱しかし市場の牽引力が強いとは言っても東京・大阪の2大都市に立地するわけで

はなく，多分に各産地毎に特色のある伝統的技術だとの歴史的慣性によって，地方の中心都市

に立地しているのであろう。

 家具と同様の地場産業タイプの集中立地として理解できるものに細巾織物・レースがある。

図8が繊維の工場分布図である。妻2では上越市の撚糸1社と織物・その他の繊維のうちの自

社が細巾織物関係の工場である。新潟県は細巾織物の生産高では全国6位，その中の市テープ

都門では全国2位である。県内に11社の工場があるが，うち9社が上越市にあり，同業組合を

組織して各工場の製品差別化・高付加価値化を推進している30）。製品としては自動車用シート
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ベルト，工業用ベルト，ストーブ芯，ホース，ファスナーテープ，絶縁テープ，スキー芯材，

ガラス繊維，軍事用ベルトたどである。各工場とも大手企業・商社・間屋からの受注生産であ

り，原糸からの一貫生産が多く，労働力は女子労働力，とくに主婦労働力が多い。これら細巾

織物はもともと明治時代のバテソレース用布テープの生産酢…系譜をもつものであ飢バテソレ

ースの生産は大正初期がピークで，当時，高剛こは23業者があり，冬季の農家内職を中心に約

8千人の従業者がいたとのことである。現在では．2社だけが残っており31），主婦の内職に依存

して生産を行ない，東京・大阪などの問屋やデパートに出荷している。また表2・図8には東

頸城郡の松代町・松之山町に織物4社と染色・整理2社があるが，これは小千谷市・十日町市

の絹織物（これも地場産業である）関係の下請工場である。かつて十日町絹織物の間屋は周辺

農山村部に広く出機を出していたが，近年はそれらが工場化しており，農村工場で主婦が出来

高払いで働いている。

 ほかにこの地方の地場産業としてはスキー工業がある32）。表2ではその他の工業の中の運動

競技用具である。この工場は上越市と新井市に集中しており，主要製品はグラスファイバース

キーで，これが全出荷額の8割以上を占め，他は単板スキー，合板スキー，メタルスキーなど

であ私製品は主に国内需要向けで関東・関西に出荷されてい乱工場数は9社で，ブランド

をもつ独立メーカーは新井市1社・上越市2社であり，他は部品製造や組立の下請工場で一あ

る。図4の従業員300人以上の企業は独立メーカーである。メーカーでは総合スポーツ用品メ

ー力一の外注を受けての受注生産が6割，自社ブランドの見込み生産が4割である。ただ，近

年，この業界は過剰生産が続いており，しかも国内需用の2／3は輸入スキーに占められ，国

内メーカー間の競争が激化している状況にある。上越のスキー生産は全国の生産額の2割程度

を占めているが，スキー工場の一都は卓球台や飛び箱・アーチェリー，さらには和洋家具の分

野にも進出している。

5． ま  と  め

 本稿は新潟県上越地方における消費財工業を中心とした工場の分布と，中心都市との位置関

係を考察しようと試みたものである。ただし消費財とはいっても，消費財の中の衣服や皮革に

ついてはあつかわなかった。その理由は，衣服や皮革は電気機器，とくに農村部にも多くの工

場が分布している電機部品と同じ性格をもつ工業であるからであ乱表2にみるように衣服・

皮革と電気機器の工場は中心都市・上越市に集まりながらも農山村の広い範囲にわたって分散

的に分布しており，これらが一つの類型にたると考えるからである。すなわち高度成長期以降

に地方の低廉労働力を求めて進出した労働力指向（労働偏俺）型工業として分類できると考え

られる。また，食料品の中・大規模工場のM杜・BK食品・M食品の注で述べたように，食料

品の一部の工場も労働偏俺の要素をもっていることも確かである。これらについては次の機会

に改めてあつかうつもりである。今回，研究対象にした工業は立地論の運送指向論で説明でき

る工業，すたわち原料地指向，市場指向，原料地と市場を結ぶ流通・販売機能（間屋・商社）

の観点からある程度説明できる三つのタイプである。

 前章まで述べたことをまとめよう。近在必要工業は山菜・雲丹だと海産物の瓶詰め以外の食

料品，建具，その他の家具・装備品，零細な狭義の家具，木材，紙製容器，出版・印刷，セメ



新潟県上越地方の工場分布に関する考察 73

ソト製品．石工品，建築用金属，農器具，船舶製造修理，畳・看板などのその他の工業であっ

た。地場資源立地型は山菜や雲丹などの海産物の瓶詰め，米菓，ワイン，医薬品，東頸城の棒

関係の木材，そして地場産業は家具，細巾織物，スキーである。工場の分布形態は，近在必要

工業においては需要＝人口の分布に応じて生産も分布し，工場は人口の多い中心都市・上越市

や新井市に集中しながらも地域全体に分散していた。ただし木材のみは地域全体に分散はして

いたが，山麓・山間部に多く，市場の中での原料地指向が強く出ていた。地場資源立地型工業

においては原料地に工場が牽引されるがゆえに山菜は山間部に，海産物は臨海部に，ワインは

山麓部に，米菓・医薬品は立地の歴史的慣性をもちたがらも原料の集荷に便利な幹線道路沿い

や上越市に立地していた。地場産業の場合は，工場は地域的に集中していて家具・細巾織物・

スキーのそれぞれが上越市や新井市に集まっていた。以上のように新潟県上越地方に湘ける消

費財工業の分布形態は，原料の分布に応じて基本的には工場も分布する地場資源立地型を除け

ば，中心都市に集中する地場産業と中心都市に集まりたがらも分散分布する近在必要工業とに

区別できることにたり，工場の分布形態に地方都市を中心にして周囲に農山村が拡がるという

地域構造があらわれていることが明らかにたった。

 筆者は赤羽孝之（1980）畠3）で鳥取県東部を例にとって同様の研究を行なったが，鳥取県東部

においては水産食料品を地場資源立地型，木材を地場産業に・分類した。それは，県外市場を主

に対象とした原料地指向や産地形成がみられたからである。また本研究では酒・醤油を近在必

要工業に入れたが，本文中でも述べたように灘・伏見の酒や九州の焼酎，野田や銚子の醤油は

地場産業である。海産物の缶詰・瓶詰や練製品などの水産食料品も中小企業庁の地場産業一覧

には下関・境港のものが入ってい私このようにみてくると，特定の工業部門が，地域によっ

て，ある場合には近在必要工業に，別の場合には地場資源立地型や地場産業に分類されること

にたり，工業の部門（製品別分類）がそのまま工場分布をみる基準にはなり得ないことがわか

る。

 しかし本文中でも述べたように，この分類は立地論的観点から市場の規模（生活圏以上か以

下か）を主な基準として，工場の立地条件や分布パターンを参考にした分類であ札そして，

それだけでたくて，近在必要工業・地場資源立地型工業・地場産業という順序は在来の消費財

工業の歴史的な発展系列にも従っていると筆者は考えている。Otrembaは近在必要工業の典

型として産業革命以前に各地に普遍的に分布していた手工業とくに農村手工業を想定してい

る。上林・井上（1969）34）によれば，資本主義以前の工業生産である手工業は農民経済の補完

物であり，基本的には注文生産であった。また手工業以前の農家家内仕事（農工未分離の状

態）にあっては，農民の自家消費のための原料生産・原料加工であった。したがって，前資本

主義段階においては，立地論的観点からみれば，工業の多くは原料立地であると同時に消費地

立地でもあった。そして，それらの工業生産は消費需要を対象にした原料生産と加工であった

のであるから，基本的には消費地指向と考えられる。すなわち，かつてはほとんどの工業が近

在必要工業であったのである。そのような消費のための工業生産が次第に資本主義段階に移行

してゆく歴史的過程の中で，市場圏が拡大し，一部が間屋制家内工業（工業経済論では手工業

に商業資本が吸着した形態ととらえる）へ発展して見込み生産するようにたり，さらに一定の

原料・市場の条件に忘れたものが産地を形成して地場産業にたった。また一方で，産地を形成

するまでに至らたかった原料地立地のものが地場資源立地型として残った。そして，地域的分

業の深化に伴って，原料を生活圏外からの移入・輸入に依存するようにたるのにつれて，生活
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圏内での消費のための原料生産は消滅し，手工業的た近在必要工業は純然たる消費地指向型へ

変化した，というように考えられるのである。このように，近在必要工業・地場資源地立型工

業・地場産業という分類は立地論的た観点だげでたく，工業の歴史的発展過程をもとり込んで

おり，かつての消費財生産が一定の分化を遂げたものとして考えられる。
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ーリー車で牛乳工場に涜りに廻っている。森永や雪印だとの大企業も地元の小規模た牛乳工

場も同じ二条件下にある。高田のF牛乳の場合，原乳を県酪連より買い，殺菌処理して，パッ

ク・瓶に詰めて地元のスーパー・問屋・学校給食に卸している。かつては上越地方だけで牛

乳工場10社を数えたが，現在は2社だけになっている。なお，牛乳は純粋原料である。

練製品の生産はもともと地元需要に応じた地元原料依存の工業で，工場は漁港に立地するの

が普通であった。しかし1965年頃から冷凍播り身が流通するようになり，漁港に必ずしも立

地する必要がたくなった。現在，アメリカニ百海里内でとれた助宗鱈などの冷凍揺り身を日

水・日露・大洋漁業など大手水産金杜が蒲鉾生産県のディーラーに卸し，練製品の工場はデ

ィーラーから原料を購入するという流通システムができあがっている。直江津のU蒲鉾店の

場合，富山県のディーラーから括り身を購入し，地元需要を対象に生産している（正月用・

婚礼用蒲鉾の一部は県外にも出荷するが）。近年，真空パック・防腐剤の使用で一年問は製品

が保存でき，括り身は全国流通しているから，海のたい内陸県でも練製品の工場は立地でき

ることにたる。

Materia1’s Index Numberであり，局地原料の重量を製品の重量で除した値。非運送条件一

定・運賃率一定のもとでは・この値がミ・1こよって工場の立地指向型が決弧

9）

10）

運賃率とは単位重量を単位距離運ぶ場合の運賃である。局地原料と製品の重量にそれぞれの

運賃率を乗じて得られる原料指数を観念原料指数という。運賃率一定という前提条件を解除

した場合の原料指数である。

酒の産地である兵庫県・灘の立地条件として宙水があげられることが多いが，実際には京阪

神という大市場に近かったという市場の条件が大きく作用しているように考えられる。わが

国のように水の豊富な国では，生活圏の範囲内にも良水が得られる地点が存在することが多
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  い。従って，水は酒造業の立地に対しては副次的汰立地条件として考えられる。

11）E．Otremba（1952）：rA11gemeine Agrar md Industrie Geography」W．Ke11er＆Co．藪内方

  彦訳（1957）：r一般工業地理学」朝倉書店

12）板倉勝高・井出策夫・竹内淳彦（1973）：r大都市零細工業の構造」新評論

13）M食品新潟工場であり，1974年に大潟町に誘致工場として進出した。M食品は全国市場を9

  地区に分割し，各地区に工場を1～2杜配置している。肉加工品は目配り物たので市場を分

  割し工場を分散させているのである。新潟工場のテリトリーは北陸3県と甲信越である。原

  料については，内地肉は関東から，輸入肉は大阪から，冷凍播り身は北海道から調達してい

  る。工場名簿では従業員313人であったが1985年7月の聴取調査時点では280人であった。

  従業員の7割が女予で，そのうち9割が主婦である。

14） B K食品大潟工場であり，1972年に進出した。本社は柏崎市にある。B K食品はビスケット

   ・クッキー部門の全国シェア23％，米菓の8％を占め，工場は6社が新潟県内にある。主原

  料の小麦粉は関東の日新など大手製粉メーカーから購入し，製品は形式的には本社経由であ

  るが実際には工場から全国へと出荷されている（ただし出荷額の5％は輸出向け）。大潟工

  場の従業員数893人のうち女子が500人前後で，主婦が女子の2／3を占める（主婦のうち

  にはパート労働力が40人前後いる）。工場は大型パス15台を所有し，毎日，13路線のバスを

  運行して農村都から労働力をかき集めている。近年，新井市のM電予や直江津のN電子・K

  電工などの電子部品関係の工場と労働力をめぐって競合関係に入っている。

15）酒造業には商人と地主の系譜があるが，新潟県の場合は地主の系譜が多い。上越の税務署関

  管内には酒造業が23社ある。高田のM酒造の場合，原料米（五百万石などの酒造好適米）を

  上越地方に依存しているが，越後の米は県外メーカーも求めるので，M酒造では県外米にも

  半分以上を依存している。製品は65劣地元，35劣東京・大阪を主に県外市場へ出荷とのこと

  である。23社のうち県外へ定期的に一製品を出荷しているのは3社のみであり，この地方の生

  産量の2割程度が県外向けである。新潟県は酒造には立地条件が良く，①酒造好適米がとれ

  る，②冬季，雪によって気温一定・空気清浄だと醗酵のための好条件がつくられる，③良水，

  ④越後杜氏の存在があげられる。良水については，M酒造の場合，上越市春日山に井戸を持

  っており，タンクローリー車で工場まで運搬す乱また井戸には大理石を投げ込んであり，

  工場内でも砕いた大理石の間を水を通して良水を得ている。このように現代では良水という

  立地条件はますます従属的・副次的た立地条件になりつつあると考．えられる。注10）で述べ

  たように酒造業の主要な立地条件は市場であろう。

16）糸魚川圏を含む上越地方には紙器工場が24社ある。うち20社は菓子箱・紙袋の工場で，家内

  工業的生産であり，4社が段ボール工場である。上越市の段ボール工場・D紙器の場合，原

  紙は本州製紙から購入し，長野市篠ノ井の工場ではり合わせて （外注），D紙器ではそれを

  一定サイズにカットし，印刷して出荷するだけである。そして製品の性格から，生産は注文

  生産である。段ボールの運送費は1㎡当り，1975年には2～3円で200km圏内に製品を出荷

  できたが，現在では5～7円で100㎞圏内が眼界とのことである。D紙器の商圏は上越を中

  心として糸魚川～長野～十日町～柏崎の範囲である。また上越地方の需要の4割は長野・富

  山の業者に占められているとのことである。

17）上越市のM畳店の場合，畳表は熊本県や石川県小松市が．ら，床用の稲藁は東頸城の山間都か

  ら購入している（以前には高田平野の稲藁を使用したが，コンバインの普及で稲の天日乾燥

  が少なくなったため，」旧来の乾燥法が残っている山間部のものに転換した）。需要は上越市

  内がほとんどで大工・工務店からの発注に応ずる受注生産である。また星表の裏返し・交換

  の仕事もしている。
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18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29）

各立町のF造船の場合，経営者1人だけの零細工場である。1970年頃までは地元の材木屋か

ら購入した杉材を使って木造船を製造していたが，現在は高田のA製作所からグラスファイ

バーを購入してFRP船を作っている。船の規模は最大で7t級，最小で天満船であり，大

きた船を作る場合には他の業者の応援を頼む。船の製造だけでたく修理も行なっているが，

その納品先は名立町・能生町がほとんどである。仕事の受注が無い時期にはFRP製の屋根

仕事をするとのことであった。

上越市のK生ヨソの場合，原料に関しては，セメントは糸魚川市の明星セメント（生ヨソ業

界はセメントメーカーによって系列化されている）から，砂利は新井市濁川や清里村の山砂

利を採掘業者から購入している。この地方の生ヨソ業者はすべて組合に加入しており，組合

が地元市場を管理し，各組合員ごとにシェアを決めている。それに基づいてK生ヨソにも発

注がくる形であり，需要は専ら地元の土木・建設業である。工場は関川近くに立地している

が，これは地下氷を揚水し，汚水をすてるのに都合が良いとのことであった。コンクリート

製品の工場の立地も生コソ工場の場合と同様と考えられる。

新井市石塚に石材店12軒が集中しているが，工場名簿にはたぜか載っていたかった。石塚の

業者は，かっては矢代川に原石を求めたが，1960年代に法律によって河川の石の採取が禁じ

られ，それ以降は市内の山地に原石（千草石）を求めている。K石材店の場合，千草石に原

石の約8割を，県外からの「旅の石」に2割を依存してい乱現在は全国各地に原石の間屋

があり，国産のみでたく外国産の原石も購入できる（また最近は印度や韓国産の完成品輸入

がわが国では増えている）。K石材店の主要製品は墓石・記念碑で地元の注文に応じたもので

ある。注文が少ない季節には農村で石垣積みの仕事をするとのことである。

新潟県森林協会の話しでは，木材工場には，木材を購入して製材品をつくる本来の木材工場

だけでなく，木材工場を市場とする賃引き専門の工場，製材をせずに製材品を県外から買っ

て地元に販売するだけのもの，建築業と製材工場との兼業形態などがある。

上越市高田のM杜の場合，製品は餅米を使用したあられ・おかき類である。原料米は全国に

依存（全農が仲介する契約栽培）し，上越の米は原料の約1割を占めるだけであり，製品は

全国各地の菓子間屋・スーパーへ納入している。従業員数215人で，うち約7割は女子が占

める。上越地方に立地する利点は水・空気清澄・労働力とくに低賃金労働力とのことであっ

た。

Iワインの場合，製品の出荷先は県内が1／3，東京を中心にした関東が1／3，京阪神・北

陸が1／3を占めている。

大潟町のU和漢薬の場合，1964年に，それまで文を購入していた交工場を買収する形で進出

した。本社は東京で，工場は大潟町と吉川町にある。原料の地元への依存は全体の3割だけ

で，7割は中国からの輸入にたよっている。製晶出荷先は全国各都道府県の営業所である。

従業員数130人のうち6割は女子で女子の半分は主婦である。

板倉勝高・井出策夫・竹内淳彦（1970）：r東京の地場産業」大明堂

山崎充（1977）：「日本の地場産業」ダイヤモンド杜

板倉勝高（1981）1r地場産業の発達」大明堂

新潟県工業技術センター上越試験場が技術指導している部門は家具・スキー・細巾織物・農

業機械の4業種であり，いずれも上越市に工場が集中していて小産地を形成していものであ

る。

家具だけでなく細巾織物・スキーについても言えるが，全国各地の地場産業の産地と比較し

て上越の地場産業は企業集団というには工場の集積が少ないし，中核的機能を果たす聞屋・

企業・組合の指導力や技術・市場開発力も弱い。現実には県外の間屋・商社・企業からの受
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  往生産が多く，産地としての独自性・主体性に欠ける，明治以降，消費財生産として一定の

  発展を遂げたものであろうが，今後さらに地場産業として発展するかは非常に疑わしい。

30）細巾織物とは巾13㎝未満の織物を言う。8社が組合に加入しているが，組合は銀行・政府系

  金融機関の融資や製品差別化などの面で機能しているだけで，原料の共同仕入れや市場の開

  発たどはしていたい。1960年頃には工場が35社あったとのごとである。ガラス繊維のA製作

  所・シートベルトのH工業が大手で，ほかは中小企業であり，労働力も前者が若年労働力を

  雇用しているのに対し，後者はもっぱら都市部の主婦労働力を雇用している。

31） Y商事とAバテソレースである。Y商事の場合，元請けであ一るY商事が原材料を仕入れてレ

  ース用テープを生産し，レース編みの工程を内職者に出す。そして内職で編み上がったもの

  をY商事で仕上げ・包装して完成品としている。このように形態は間屋制家内工業である。

  内職者は季節的に変動するが約100人であり，重たY商事と内職者との間には10人の伸介者

  が入る。

32）林正己・山崎久雄・磯部利貞（1980）：「新潟県の地理散歩一上越編一」野島出版によれば，

  明治末にオーストリアのレルヒ少佐が高田で軍人や教員にスキー術を教え，その際，高田の

  大工にスキーを作らせたのがスキー工業の発祥である。その後，軍に納めるようになり，高

  田の車大工・家具職人だとがスキー生産に転換した。当初は東頸城の穣な使用した単板スキ

  一だったとのことである。

33）赤羽孝之（1980）：地方都市と工場分布一鳥取県東都の場合一．高野史男編著r都市形

  戌の地理的基盤」大明堂，332～345

34）上林貞治郎・井上 清（1969）：r工業の経済理論」ミネルヴァ書房
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AStudyontheDistributionofFactoriesin

   the Joetsu District，Niigata Prefecture

＿Especia11y Consumers’Goods Industry一

Takayuki AKAHA肥

SUMMARY
      This study aims at an ana1ysis of the distribution of factories which are concemed with

consumers’ №盾盾р?industエy in the Joetsu district．Fo11owing results were made cIear by this

study．The．consumers’goods industry in this district are divided into three types．They are

the near necessary industry，the local materia1s・located industry and the1ocal industfy，name1y，

“Jiba sangyo”．The near ne㏄ssary indust正y inc1udes most of foods and kindred products，s1量ding

doors and screens，misceuane01ユs fumit岨e and丘xtures，lumber and wood pf0ducts，paper con－

tainers，printing and a1王ied industry，cement and its products，stone products，fabricated constmc－

tiona1meta1products，working too1s，ship bui1ding and repairing，misce11aneous manufacturing

industries such as straw mat and sign l〕oard．

    The local materials・located industry includes pr㏄essings of mountain vegetables and sea－

food products，rice c盆ke，wine，dmgs and medicines，a part ofユumber，fumiture，thin width－

woven fabric，ski beIong to the Iocal industry． In regard to the distributive form of factoエies，

the factories of the■ear necessal＝y indust1＝y are scattered according to the distribution of needs

or populations・ Therefore一，though factories crowd in the centra1town that is the Joetsu City，

they are dispersed in the rura1area． The factories of the1ocal materials－located industry are

l㏄ated on material sites or sites which are convenient to gather mateエia1s．Consequent1y，the

factories of mountain vegetab1es are1ocated among the mountains．The factories of seafood

products are located on the seaside．The factories ofエice cake，drugs and medicines are l㏄ated

nearby main routes or in the central town．

    The factores of the1oca1industry concentrate and form a groupe．Consequently，the fac・

tories of furnituエe，thin width・woven fabric，ski are centra1izated to the central town．In this

way，as regaエds the distri1〕utive forms of the consumers’goods industry，except the1oca1

materials－1ocated industry which is1㏄ated according to the distribution of materia1s，one form

which is scattered accrding to needs is that factories crowd in the central town and are dis－

persed in the mral area．Another form is the factories are concentrated in the ccntral town．

Therefore，after a11，the composition of the distエict that farm vi11ages andmountain villages are

scattered around the centra1tow皿isエe且ected in the distributive form of factories1I think，

these three types of the consumers’goods三ndustry which are d雌erent on the distrbutive foエm

are not only re1ated to the orientation toエnateria1sites or markets by the viewpoint of economic

l㏄ation theory，but a1s0felated to the historical differentiation in the deve1opment of1oca1－

frOm O1d timeS・COnSumerS’900dS induStry．


